
　人
口
減
少
や
高
齢
化
、
農
産
物
の
輸
入
増
加
に
伴
い
、

中
小
規
模
の
農
家
の
自
立
、
中
山
間
地
域
の
保
全
、
農

村
資
源
の
維
持
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
自
治
体
は

多
い
。
中
で
も
青
森
県
は
、
人
口
減
少
率
が
全
国
で
も

高
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
県
内
の
市
町
村
の
多
く
が
消
滅

す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
を

青森県立三本木農業高校
◎校訓は、「自主協同・自律責任・質実剛健・
言行一致」。植物科学科・動物科学科の１年生
は全員、寄宿舎での寮生活が必須。地域活性
化につながる取り組み「高校生農力開花事業」
や、県内の動物の殺処分ゼロを目指す「命の
花プロジェクト」などを実施し、地域を支え
る「人財」の育成を図る。
◎設立　1898（明治31）年
◎形態　全日制／植物科学科・動物科学科・
農業機械科・環境土木科・農業経済科／共学
◎生徒数　１学年約170人
◎２０１９年度進路実績（現役のみ）
４年制大は、弘前大、酪農学園大、八戸学院
大、東京農業大、日本大などに 35人が合格。
短大、専門学校進学 49人。就職 76人。
◎URL

青森県立三
さん

本
ぼん

木
ぎ

農業高校
佐々木秀幸　ささき・ひでゆき　

教職歴２８年。同校に赴任して８年目。
植物科学科主任。農場部副主任。
２０１７年度に有志の教師が行う放課後の勉強会「農

のう

可
か

尊
そん

熟
じゅく

」を
立ち上げ、主体的・対話的で深い学びを実践。同勉強会や授業で、
青森県の農業・地域の課題を生徒に伝え、考えさせている。

http://www.sanbongi-ah.asn.ed.jp/

13:35 グループ分け 授業
ハイライト

デ
ー
タ
や
新
聞
記
事
を
活
用
し
た

グ
ル
ー
プ
討
論
で
、地
域
や
農
業
の

課
題
に
向
き
合
う
志
を
高
め
る

教室に入る際、生徒は番号の書かれたくじを引き、該当す
る番号の席に座った。１グループは４～５人。グループ内
では役割が書かれたくじを引き、司会・書記・発表・事務・
片づけ役を決めた。事務係が佐々木先生から受け取ったプ
リントをメンバーに配布したところで、授業が始まった。
くじ引きは毎時間行い、メンバーや役割はその都度変わる。

●
植
物
科
学
科
２
年
生
が
履
修
す
る
、教
科
「
農
業
」
の
「
野

菜
」
は
、２
時
間
連
続
で
行
う
科
目
だ
。今
回
は
、単
元
「
野

菜
生
産
の
役
割
と
動
向
」
の
全
６
時
間
の
う
ち
の
５
・
６
時

間
目
。
デ
ー
タ
や
新
聞
記
事
を
基
に
東
北
の
農
業
の
特
徴
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。（
Ｐ
．29
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

農業

実践

地
域
や
農
業
の
課
題
へ
の
関
心
を
高
め
、

未
来
の
地
域
の
担
い
手
を
育
成

佐
々
木
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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背
景
に
、
植
物
科
学
科
主
任
の
佐
々
木
秀
幸
先
生
は
、

農
業
教
育
へ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
本
校
の
卒
業
生
の
多
く
は
地
元
で
就
職
し
、
地
域

の
未
来
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
現
状
か
ら
、

地
域
の
課
題
を
自
分
の
将
来
と
重
ね
合
わ
せ
、
地
域
の

発
展
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
本
校
の
使

命
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
た
だ
、
同
校
の
生
徒
の
多
く
は
、
農
家
の
後
継
ぎ
で

は
な
く
、
農
業
問
題
へ
の
関
心
は
決
し
て
高
く
な
い
。

そ
う
し
た
生
徒
に
課
題
意
識
を
持
た
せ
、
地
域
の
将

来
を
担
う
志
を
育
む
た
め
に
、
２
０
１
７
年
度
、
有
志

の
教
師
が
立
ち
上
げ
た
の
が
、
生
徒
同
士
で
の
勉
強
会

「
農の

う

可か

尊そ
ん

熟じ
ゅ
く」
だ
っ
た
。
毎
週
月
曜
日
の
放
課
後
に
１

時
間
程
度
、
学
年
や
学
科
を
問
わ
ず
希
望
者
が
集
ま
り
、

農
業
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
生
徒
同
士
で

議
論
し
て
い
る
。

　
勉
強
会
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
。
同
校
で
既
に
Ａ
Ｌ
を

授
業
で
実
践
し
て
い
た
前
進
路
指
導
主
事
の
鈴
木
康
夫

先
生
（
現
・
青
森
県
立
五
戸
高
校
教
頭
）
が
、
生
徒
同

士
の
主
体
的
な
議
論
を
促
そ
う
と
提
案
し
た
の
だ
。

　
佐
々
木
先
生
は
、
鈴
木
先
生
の
指
導
や
勉
強
会
の
運

営
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
や
手
法
を
学
ん
だ
。

　「
最
初
は
、
私
が
一
方
的
に
話
し
過
ぎ
た
り
、
生
徒
に

意
見
を
押
し
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

抑
え
、
生
徒
同
士
の
話
し
合
い
を
増
や
し
て
い
く
中
で
、

生
徒
が
積
極
的
に
意
見
を
出
し
、
議
論
が
白
熱
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
勉
強
会
で
Ａ
Ｌ
の
実
践
に
手
応
え
を
感
じ
た
佐
々
木

先
生
は
、
19
年
度
、
担
当
す
る
科
目
「
野
菜
」
の
授
業

で
も
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。「
野
菜
」

は
、
講
義
と
農
場
実
習
か
ら
成
る
専
門
科
目
で
、
そ
れ

ま
で
講
義
の
授
業
で
は
、
教
科
書
に
沿
っ
て
知
識
を
教

え
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
れ
を
、
佐
々
木
先
生
が

提
示
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
デ
ー
タ
や
新
聞

記
事
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
４
〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
形
式
と
し
た
。

　
佐
々
木
先
生
が
生
徒
の
思
考
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に

特
に
重
視
す
る
の
が
、
地
域
や
農
業
の
課
題
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
さ
せ
、
当
事
者
意
識
を
高
め
る
こ
と
だ
。

　
例
え
ば
、今
回
の
授
業
で
取
り
上
げ
た
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農

業
生
産
工
程
管
理
）」な
ど
の
用
語
も
、
教
科
書
を
読
ま

せ
、教
師
が
解
説
す
る
だ
け
で
は
、多
く
の
生
徒
は
表
面

的
な
意
味
し
か
理
解
し
な
い
。し
か
し
、配
布
さ
れ
た
新

聞
記
事
を
読
み
、意
見
を
交
わ
す
形
式
に
す
る
と
、生
徒

は
、諸
外
国
の
不
当
な
輸
入
規
制
や
風
評
に
疑
問
を
持
っ

た
り
、青
森
県
の
農
家
や
行
政
の
奮
闘
ぶ
り
を
誇
り
に

思
う
発
言
を
し
た
り
と
、
教
科
書
の
用
語
を
現
実
の
課

題
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
て
、
地
域
や

農
業
の
課
題
を
自
分
の
将
来
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て

受
け
止
め
る
こ
と
で
、自
分
な
り
の
考
え
を
持
と
う
と

す
る
。
そ
の
過
程
で
、問
題
解
決
の
た
め
に
は
自
分
の

知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、自
ら
関
連
事

14:05 13:55話し合い①（東北各県の農業の特徴） 前時の振り返り

次に、東北各県の農業産出額について、特に東日本大震災の
前後のデータを比較し、気づいた点を話し合った。発表では、
「福島県の減少が大きい」「電気を使って育てる野菜の産出額
が減っている」など、東北各県の農業の特徴について様々な
意見が出た。話し合いの途中で１時間目が終了。休み時間中
も生徒からの佐々木先生への質問が絶えなかった。

授業は、佐々木先生が提示した課題について、各グループで
３～４分間話し合い、その内容をまとめて発表する形式で進
められる。本時の最初の課題は、前回の復習として、2012年
と2016年の農業産出額の違いについてだった。佐々木先生は、
「感想だけでもいいよ」「よい意見だったね」などと声をかけ
ることで、生徒が発表しやすい雰囲気をつくっていた。

デ
ー
タ
や
新
聞
記
事
を
基
に
議
論
し
、

課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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項
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、よ
り
深
い
洞
察
に
至
る
。

　
一
方
で
、
生
徒
の
課
題
意
識
を
高
め
る
に
は
、
教
師

の
主
体
性
も
重
要
だ
と
、
佐
々
木
先
生
は
強
調
す
る
。

　「
教
師
が
常
に
社
会
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
課
題
意

識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す

発
問
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
新
聞
記
事
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
作
り
、
そ
れ
を
勉
強
会
や
授
業
に
取
り
入
れ

る
中
で
、
生
徒
と
と
も
に
私
自
身
も
成
長
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
の
意
見
に
対
し
て
、
佐
々
木
先
生
は
必
ず
肯
定

的
な
発
言
を
す
る
。
た
と
え
的
外
れ
な
意
見
で
あ
っ
て

も
、
即
座
に
否
定
し
な
い
。
発
言
す
る
こ
と
を
恐
れ
さ

せ
な
い
た
め
だ
。
そ
し
て
、
発
言
後
は
、
周
り
に
拍
手

を
促
し
、
発
言
自
体
を
た
た
え
る
。

　「
自
分
は
周
り
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
思

い
が
、『
自
分
に
も
で
き
る
』
と
い
う
肯
定
感
と
な
り
、

積
極
的
な
姿
勢
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　
も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
す
べ
て
の
生
徒
が
話
し
合
い

の
中
で
意
見
を
述
べ
た
り
、
皆
の
前
で
発
表
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
初
、
グ
ル
ー
プ

内
の
役
割
分
担
を
生
徒
に
任
せ
た
と
こ
ろ
、
特
定
の
生

徒
だ
け
が
意
見
を
述
べ
た
り
、
発
表
し
た
り
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
く
じ
引
き
で
役
割
分

担
を
決
め
る
よ
う
に
し
、
生
徒
全
員
が
話
し
合
い
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
毎
回
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
変
え
る
こ
と

で
、
誰
と
で
も
意
見
を
言
い
合
え
る
よ
う
に
な
り
、
ク

ラ
ス
の
一
体
感
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。
生
徒
指
導
や
学

級
経
営
の
面
で
も
、
Ａ
Ｌ
が
よ
い
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

　
19
年
度
の
大
学
入
試
で
は
、
植
物
科
学
科
か
ら
２
人

の
国
立
大
学
合
格
者
が
出
た
。
２
年
生
か
ら
参
加
し
た

「
農
可
尊
熟
」
で
課
題
意
識
を
持
ち
、大
学
で
も
勉
強
し

た
い
と
い
う
意
欲
が
生
ま
れ
、
努
力
し
た
結
果
だ
っ
た
。

　「
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
課
題
が
見
ら
れ

た
生
徒
で
も
、
心
に
火
が
つ
け
ば
大
き
く
変
わ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」

　
１
学
期
の
「
野
菜
」
の
定
期
考
査
で
は
、
授
業
で
学

ん
だ
知
識
や
生
徒
同
士
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
考
え

た
こ
と
を
表
現
さ
せ
よ
う
と
、
青
森
県
の
農
業
の
特
徴

と
課
題
に
つ
い
て
自
由
記
述
さ
せ
る
問
題
を
出
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
解
答
用
紙
に
び
っ
し
り
と
自
分
の

考
え
を
書
い
て
い
た
。
課
題
意
識
が
し
っ
か
り
醸
成
さ

れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
知
識
習
得
の
た
め
の
講
義
と
、
話

し
合
い
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
だ
。

　「
農
業
は
専
門
性
が
高
い
た
め
、
教
え
る
内
容
が
多

く
、
課
題
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
習
得
す
べ
き
知
識

の
量
と
質
を
見
極
め
、
話
し
合
い
の
た
め
の
問
い
を
精

選
し
て
い
く
こ
と
で
、
授
業
の
質
を
高
め
て
い
き
ま
す
」

15:00

本時のまとめとして、「自分が住む市町村では、どの制度を活
用するか」をテーマに話し合い、その意見をグループごとに
黒板に書いて、発表した。「ハードルの低いＧＩの取得から着
手し、順次、取得認証を拡大する」「八戸と連携し、農作物と
海産物のセット販売をして、観光にも力を入れる」など、各
グループからは地域の実態を踏まえた提案がなされた。

14:43

「GAP（農業生産工程管理）」「HACCP（危害要因分析重要管理
点）」「ＧＩ（地理的表示保護制度）」など、農産物の認証・管理
制度に関する新聞記事を読み、農産物輸出入に関する制度の
必要性やデメリット、「伝統野菜」の今後について話し合った。
「国際基準で安全・安心が認められる」「コストの関係で、小
規模農家は認証の取得が難しい」といった発言があった。

まとめの話し合い 話し合い②（農産物の認証・管理制度）

ど
ん
な
意
見
も
肯
定
的
に
受
け
止
め
、

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
た
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

課
題
意
識
が
高
ま
れ
ば
、

高
い
ハ
ー
ド
ル
も
越
え
ら
れ
る

成
果
と
課
題
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小こ

向む
か
い

優ゆ
う

希き

さ
ん

　友
人
と
農
業
に
つ
い

て
議
論
す
る
と
、
た
だ
教
科
書
を
読
む

よ
り
、
専
門
用
語
を
深
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
野
菜
の
栽
培
な
ど
、
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
を
自
宅
で
実
践
し
た
く
な
る
の
も
、
知
識
が
自
分

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
佐
々
木

先
生
の
授
業
で
、
農
業
が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　話
し
合
い
で
は
、
話
す
の
が
苦
手
な
人
が
司
会
役
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
時
は
メ
ン
バ
ー

同
士
で
サ
ポ
ー
ト
し
合
っ
て
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
雰
囲
気
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
、

植
物
科
学
科
の
よ
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　卒
業
ま
で
に
専
門
知
識
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
、

将
来
は
、
農
場
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、

農
業
の
楽
し
さ
を
教
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

吉
田
瑠る

な那
さ
ん

　佐
々
木
先
生
の
授
業

で
は
、
普
段
あ
ま
り
交
流
の
な
い
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、
一
緒
に
課
題
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

最
初
は
話
し
合
い
を
う
ま
く
進
め
ら
れ
る
か
不
安
で
し

た
が
、
自
分
と
は
違
う
意
見
を
聞
く
こ
と
で
新
し
い
発

見
を
す
る
こ
と
も
多
く
、
次
第
に
話
し
合
い
が
楽
し
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　今
ま
で
学
ん
だ
知
識
や
考
え
方
を
基
に
意
見
が
言
え

た
時
、
成
長
を
実
感
し
ま
す
。
で
も
、
話
し
合
い
が
う

ま
く
進
ま
な
い
時
に
は
、
自
分
の
知
識
不
足
や
デ
ー
タ

の
見
方
の
つ
た
な
さ
を
感
じ
て
、
も
っ
と
勉
強
し
な
け

れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　将
来
の
目
標
は
、
花
の
栽
培
や
販
売
の
仕
事
に
就
く

こ
と
で
す
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
美
的
感
覚
と
実
務
能
力

を
磨
き
、
夢
を
実
現
さ
せ
た
い
で
す
。

【教科・科目】農業・野菜 　【分野・単元】野菜生産の役割と動向　【テーマ】野菜の種類と特徴　【設定時数】全６時間の中の５・６時間目
【単元目標】 野菜を分類し、多くの種類を体系的に理解するとともに、野菜生産の現状と動向を考えることができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
・
２

野菜の
種類と利用

・野菜の種類と分類
に関心を持ち、共
通点や相違点など
を理解する。

・原産地や来歴、利
用の仕方などを興
味 を 持 っ て 調 べ
る。

【知識、主体性】

①４～５人のグループをつ
くる。
②主な野菜の原産地の地図
を用いて、原産地の気候や
文化なども考えながら、野
菜の種類について話し合う。
③話し合った内容について
グループごとに発表する。
その後、補足説明をして、
原産地の気候から見た生育
特性や栽培方法について理
解する。

【主体的な学び】質問や疑問点が
出たら、その場でインターネット
を使って調べ、その結果をスク
リーンに映し、視覚的に理解させ
る（専門的な用語や内容・種類が
多岐にわたるため）。

【深い学び】１年次に行った朝夕
の当番実習や、農場での栽培管理
実習等から得られた体験を振り返
らせ、その根拠や背景について話
し合わせる。

【対話的な学び】
・グループのメンバーは、く

じを用いて毎時間変える。
できるだけ多くのクラス
メートと対話する機会をつ
くり、学級経営にも役立て
る。

・くじを用いて、司会や発表、
書記などの役割を割り振る
ことで、リーダーシップに
乏しかったり、表現が苦手
だったりする生徒の育成に
もつなげる。

・グループでの話し合いに積
極的に参加し、自分の意見
を遠慮することなく発言で
きるよう、それぞれの意見
には正解も不正解もないこ
とを意識づける。各グルー
プからの発表後には、クラ
ス全体から拍手が出るよう
な助言をする。

※１～４時間目も同様。

・プリント
への感想の
記入、提出
・定期考査
での記述式
問題

３
・
４

野菜の分類

・野菜を分類するこ
とが、栽培や利用
の面でどのような
利点があるのかを
考える。

・分 類 方 法 を 理 解
し、いろいろな野
菜を分類できる。

【知識、技能、思考力、
判断力、表現力】

①４～５人のグループをつ
くる。
②野菜の分類方法に加えて、

「青森県における野菜産出額
の順位」「東北各県における
野菜産出額の順位」「青森県
における農業産出額の構成」
などのデータを活用し、各
県・各地域における野菜栽
培の特徴について話し合う。
③話し合った内容について
グループごとに発表する。

【主体的な学び】単年のデータだ
けでなく、数年、十数年にわたる
データを提示し、その背景にある
理由について、「なぜ」という関
心を抱かせる。

【深い学び】青森県と他県のデー
タと比較させ、自分が住む地域の
農業や産業の現状と特徴を「見る」
姿勢を身につけさせる。また、そ
の背景にある社会的・国際的な動
きについても意識させる。

５
・
６

野菜生産の
現状と動向

・データの中から、
目的に合った情報
を抽出して分析す
るとともに、野菜
生産の推移につい
て論理的に捉え、
総合的に考える。

・新聞記事などの資
料を利用して総合
的に考え、疑問や
問題点に対する解
決方法を考える。

【技能、思考力、判
断力、表現力】

①４～５人のグループをつ
くる。
②東日本大震災前後の「東
北各県における農業産出額
の順位」のデータや新聞記
事を活用し、その背景や問
題点を話し合う。
③「野菜の安全性」の単元
で学んだ「GAP」「HACCP」

「GI」の意味を確認するとと
もに、青森県の「伝統野菜」
を題材に、当地域における
今後の農業のあり方につい
て話し合う。
④話し合った内容について
グループごとに発表する。

【主体的な学び】地元紙の新聞記
事を中心に、できるだけ多くの話
題を提供し、自分の生活に直結す
る身近なテーマであることを認識
させる。

【深い学び】「GAP」「HACCP」「GI」
の制度について議論させ、農業の
大規模経営や中小規模経営の特
徴、メリットとデメリットを理解
させる。その上で、今後の農業の
方向性について考える姿勢を身に
つけさせる。また、教科書では詳
しく取り上げていない、農産物の
輸出入にかかわる国際的視野も持
たせる。

・プリント
への感想の
記入、提出
・定期考査
での記述式
問題
・自己評価
シート

＊佐々木先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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